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比較地域史特論B 2 units (selection) 1st-year(2nd semester), 2nd-year(2nd semester)

Kensuke Yoshimori · Professor / Community Development Studies, Regional Sciences

Target〉 「地域」という言葉については様々な定義がされる．特にアジアにおい
ては「地域」は空間的広がり (実態概念)と共に，人的結合を考えるための方
法概念としてとらえられてきた． 中国史研究における「地域」の概念を「共
同体」「基層社会」との位相を理解し，アジア社会おける「地域」社会の実態
とその子生ずる人的関係の持つ意味を考察し，地域社会の中で人間が生きる
ということの意味を自覚し，将来の人類社会のあり方を考える態度を身につ
けることを目標とする．

Outline〉 東アジアの地域社会・基層社会の構造的特質を歴史的観点から明らか
にし，その血縁的・地縁的共同性が果たす役割について考察する． 特に東ア
ジアの前近代社会の地域社会に見られる特徴から，伝統的な血縁・地縁の持
つ意味を他地域との比較しつつ考察し，地域社会の伝統的人間関係が地域創
生に果たす役割について，従来の研究史をふまえると共に，資料の分析を通
じ，その歴史的役割，近現代社会との関わりについて講義する．

Keyword〉 地域社会, 基層社会, 共同体
Goal〉 アジアの地域社会の力が歴史に果たした役割とこれからの時代を切り開
くためのキーポイントとなっていることを理解し，考える力を養う．

Schedule〉
1.アジア史における「地域」の視点
2.谷川共同体論が目指したもの
3. 1981中国史シンポジウム「地域社会の視点」の意図と内容
4.「基層社会」の提起-シンポジウムでの葭森のこだわり
5.氏族共同体の崩壊と東洋的ディスポティズムの成立
6.後漢における豪族の領主化と共同体冀求運動
7.「清簡」と「威恵」-地域社会をふまえた国家の再生とは
8.「吏民」から「士庶」へ-一元的国家支配と地域の自治の関係
9.唐宋変革と地域社会

10.民衆反乱の構図-地域社会における古代中世的抵抗と近世的抵抗
11.ウェスタンインパクトと地域社会
12.東アジアにおける地域社会の位相-中国と日本
13.アジア的共同体と西洋の共同体-共同性の力とは
14.歴史から見た現代の地域社会
15.期末試験
16.期末総括討論-地域社会の未来を考える

Evaluation Criteria〉 学期末試験とレポートを総合的に評価する
Re-evaluation〉 原則としてしない
Textbook〉 なし．授業中に資料を配付
Reference〉 葭森「『地域社会の視点』・『共同体論』・基層社会』」(『名古屋大学
東洋史研究報告』25号)をあげておく

Contents〉 http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=218181
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